










研究の目的 

心身障害の発生要因はきわめて多岐にわたっている｡本研究の目的は小児保健環境学の立

場から、その発生要因と発生の実態について検討するとともに発生予防および治療方針に

ついて探究することであり,以下の事項について研究を行う｡ 

(1)発育過程の乳幼児の疾病障害の追跡 

(2)小児期けいれんの成因分析と予防 

(3)小児の健康に関与する諸因子の検討 

(4)小児の微症状を指標とした心身障害の早期発見方法 

(5)小児の精神身体発育からの心身障害の早期発見方法 

(6)心身障害の原因としての小児の事故 

(7)幼児の肥満(傾向) 

(8)離乳食・幼児食 

(9)乳幼児の歯科保健管理 

(10)PCB 汚染地区の母と児 

(11)PCB 取扱い婦人とその児 

(12)都市在住の児童を有する家庭婦人の健康実態 

(13)小児感染症の最近の変貌とその対応策 


